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1. ヘッドホン
オーディオがブームといわれる以前，ほんの少し前までは，ヘッドホソとい
えば単なるモニクー，いや，耳の穴にさし込んで聞くイヤホンのかわりくらいの存
在？でしかなかったのが，ここ数年のうちに，材質，駆動方法等の開発により，軽
批ですぐれた音の再生ができるヘッドホンが市阪されるようになってきた。
ヘッドホンはスピーカーに比べて，
価格は安い場所はとらない，騒音の
発生源とならない，一人でゆっくり聴
ける（もちろん多人数でも聴け る），
感激してひっくり返っても，どちらを
向いてもかまわないし，それにワイヤ
レス ・ヘッドホ‘ノもできて， コードな
しにどこででも聴ける， といった便利
な時代になっていますが，やはりスピ
ーカーでなくては， という人もいます。
ブレーヤー全尿
ヘッド＊ソはいくら大きな音を出しても，近所に気がねなしに聴ける半面，音
趾を必要以上に上げすぎる心配もあります。長時間大きな音で聴くといった生活で，
難聴になった例もあるとのことですので（注 1), 必要以上の音量にならないように
前段でセットしておくことも必要です。これはスビーカーの場合もいえることです
が，音の質が良くなればなるほど，大きな音にしても気にならないものです。そん
なことよりもヘッドホ‘ノで聴いた場合，バイノーラ再生で，ステレオ ・レコ ードを
ヘッドホンで聴いても，それは正しい再生とはいえない， ともいえる。ヘッドホ‘ノ
用のバイノーラル ・レコードが市販されても，一部の人は良いとしても，すべての
人がヘッドホンで聴くわけではないから解決にはならない。
岡原氏の講演（注2)によると，ヘッドホン聴取による研究は近年さかんになっ
ておりますが，これはバイノーラル ・レコードあるいはテープによる再生で，ダミ
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ーヘッド・マイクによる録音で，いかに実際と同じように聴けるかといった実験で，
市販のレコードによる再生をスピーカーと同じように聴くのとは違っています。
この諧演の中で，氏のダミーヘッド・マイクによる録音で非常にリアルに感じ
たのは．市阪のレコードをスビーカーで再生し，それをダミーヘッド ・マイクで録
音して再生するもので， レコードを直接聴いたのでは，頭の中にかたまったものが，
この録音を聴くと，前頭部に出て聴こえる。岡原氏の説明によると，これもレコー
ドによって大分違ってくるとのことですが，スピーカーから出た音をまた録音する
のですから，音は当然悪くなります。
他に東芝のプロフェッショナル ・シリー ズ， Vol.3に，マルチ・マイク， ワソ
ボイソト ・マイク，ダミーヘッド・マイクによる同じ曲のレコードがあり，録音方
法による音の違いを知ることができます。バイノーラルのレコードも，大分市販さ
れてきておりますが，いづれにしても，ダミーヘッド・マイクによる録音はヘッド
ホン専用であり， これでは市販のレコードがすべて良く聴けるわけではありません。
良いと思える方法は，ヘッドホ‘ノ・アダプターの開発です。これは昔から考えられ
ていますが（注3), まだ完全とはいえません。 この良いのが出来れば．いまさらバ
イノーラル云々なんてことはいわないで，市販のレコードをヘッドホンで聴いても，
スピーカーによる再生と同じように聴くことが出来るのですから，そういった装匠
の早い開発が待たれます。
2. プレーヤー
前回にも少しふれましたが，いま市販されているレコードのほとんどがステレ
オですが，モノーラルも少しはあります。そのモノーラル・レコードを聴く場合は，
ステレオ・カートリッジを使用せずにモノーラル専用のものを使用した方が良いと
思いますが，現在市販されているカートリッジで，モノ専用というのはほとんど見
当たりません。それでステレオ用のものをモノーラルに接続して使用するわけです
が，．接続の方法によっても特性が違ってきます。
接続の方法として，並列，直列接続とありますが，直列に接続すれば出力電圧
が 6dBC 2倍）上がりますから，アソプから見れば有利 (S/N)になりますが，カ
ートリッジによって特性が大分違ってきますから注意しなければなりません。並列
接続の場合は，ステレオで使用した場合と変わりませんが，直列の場合，カートリ
ッジの種類によっては使用できないのも出てきます。第 1図にその例を示しますが，
ムービソグ・コイル形では，並，直列， どちらでもそれほど差は出ませんが，ムー
ビソグ・マグネット形では直列にすると高音が出にくくなります。特に負荷抵抗に
よる差が大きくなります。一般的なムービング・マグネット形で， 負荷 50kQの
場合，並列に接続すれば負荷は 25kQになりますが，カートリッジの方も並列で，
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第1図 (b)
レコード ・プレーヤー内部
インピーダンスが低くなりますから，それほどの違いはありませんが，カートリッ
ジによっても違ってきますから，これらのことを考えて接続しなければなりません。
負荷抵抗のほかに入力容祉にも注意しなければなりません。第1図(a)の下の特
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性がそれです。負荷抵抗に並列にコンデソサーを接続した場合，カートリッジの出
カインピーダ‘ノスが高いほど，抵抗， コソデンサーによる彩愕が大きくなります。
もちろん同一負荷抵抗，同一入力容批でも，カートリッジによって迎ってきます
（第1図(b)。これらの詳しいデータについては，ラジオ技術（注4)を参照して下さい。
カートリッジはステレオのままで，アンプの途中でL+Rに接続する方法もあ
りますが，これは， コイライザー ・アンプの後ですし， L, Rの位相とか，インピ
ーダンス等の事柄もありますので，カートリッジの方でモノーラルに接続した方が
良いと思います。この接続では，並列，直列，いずれも同位相になるよう接続する
, .V-,.• I わけですが， 位相が 180°違った場
合どうなるか？．．．．．
カートリッジの位相がL,Rま
った＜等しくて，接続方法を変えて
逆位相とした場合，音は出るか？…
出ます。スヒ゜ーカーの場合， L, R 
と出るわけですが，全周波数柑にわ
たって位相が 180° 違っていれば出
ない ?fまずですが，実際には各所に
位相のずれがあって，まったく出な
くなることはありません。良く聴け
ば変だとわかりますが， レコードに
よってはなかなかわからないのもあ
ります。この場合L+Rにすればは
っきりわかります。中央に出ていた
音が急に小さくなります。まった＜
聴こえなくはなりません。これを利
用すれば，流行歌などで中央に歌手
が，左右に伴奏の入ったレコードを
かければ，歌手の声が伴奏に比べて
大分小さくなります。聴こえなくは
なりませんが，これもレコードによ
って大分迎います。
←l 
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第 3図 ブリ・ア｀ノプ歪率特性
3. プリアンプ
イコライザー・アンプは前回のと
おりです。近いうちに二電源の DC
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アソプにしようと思っています。
プリ ・アンプの回路もそのまま
ですが，このアンプの歪について，
第2図の Cを付加することにより，
lOkHzの歪は第3図のように半分
以下になりますが，聴いても私には 正
わかりません。出力電圧が lV以下
で使用するわけですので，わからな
くてあたりまえかもしれませんが，
回路中にCを捜入することは，発振
防止のため入れるのは別として，上
記のようなCはなるべく入れない方
が良いと思います。もちろん入れる
ヘッドホソ用レコード油突装四(4)
2SC-485 C-815 
6 
第4図 プリ・アソブ電源
ことにより 10kHzでの歪（主に第 プリ ・アンブ外観
二高調波）が少なくなることは確かですが，それ以外に高域での周波数特性が悪く
なります。
このアンプの電源は第4図です。 11チャンネルをこの電源で使用しています。
DCアソプにはなっていませんが。定電圧にしてあります。このアンプにかぎった
ことではないのですが，電源回路には充分な考慮が必要です。
現在ソースとして，ステレオ ・レコード用に 5台，モノーラル用に 3台，カセ
ット，オープソ・リール (4トラック）用に 1台のプレーヤーがあり，イコライザ
一 ・アソプは各プレーヤー内に組み込んでありますが，プリ ・アソプはプレーヤー
台の下に設置し，全部で15チャソネルあります。このアンプはソケッ トによる差し
込み方法をとっておりますので，故障のときもすぐ予備のアソプに取り換えること
ができます。
4. ヘッドホン用アンプ
ヘッドホンを駆動するのに，ダイナミック形ではアンプの出力段に直列に数百
オームの抵抗を入れ， コンデ‘ノサー，エレクトレッ ト形ではアダプタ ー （マッチン
グ・トラソス）を入れて使用しているわけですが，市販のカセット ・デッキ，アソ
プ等では第5図のようになっています。図の(a)はカセット ・デッキに使用されてい
るもので， 8Q位のインピーダ‘ノスのヘッ ドホンを使用すれば良いのですが，高い
イソビーダ‘ノスのヘッドホソ使用は出力が小さくて実用にならない場合もありま
す。 (b),(c)はプリ ・アソプにヘッドホソ用としてついているもの，(d)は一般のスピ
ーカー駆動用のアンプの出力段ですが， ヘッドホ‘ノ用には 150-500Q の抵抗が直
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列に入ります。ヘッドホンを鳴らすにはもっと小出力のアンプで充分です（コソデ
ンサー，エレクトレット形等アダプター使用のものを除く）。 一般の SQ位のヘッ
ドホンを多数個使用する場合，アンプの出力に直列に抵抗を入れても使用できます
が， s~16n のものを高いインピーダンスで駆動するよりも，小出力のアンプで直
接駆動した方が当然良くなります。コソデンサー形の場合，アダプターを入れて聴
くわけですが，多数使用するときは，個々に専用アンプを使用した方が良いと思い
ます。ヘッドホ‘ノを多数使用する場合，そのインピーダ｀ノスの高いものを使用した
方が何かと便利です。
ダイナミック形の例について
みますと（注5),入力 lmWで，
出力音圧が96~108dB あります。
いま視聴覚室で使用しているヘッ
ドホンは， Staxのコンデンサー
形のほかに，ヤマハの HPー1形が
あります。このヘッドホ‘ノはイソ
ビー ダ‘ノスが 150Qぁりますから，
ヘッドホソ左より SR-1,3, X, HP-1 一般の 8~16Q のものに比べると
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大分高いインビーダンスです。こ
のヘッドホンでカセッ ト・デッキ
のヘッドホン端子での聴取は，音
紐不足で実用になりません。
こミIs Q 1 16 .aJ 100 .aI 150 Q I 1 kQ 
1l0 WW 五8.94Vド12.7V lOOV 
31.6 
lOOmW 0.9 1.27 10.0 
lOmW 0.28 0.4 3.2 
1 mW 0.09 0.13 1.0 
第 1表に出力(W)と出力電圧
(V)の換算表を示します。たとえ
ば， 8Qのヘッドホンで lOOmW
でも， 100Qのものでは lOmW
にもなりません。 8Qのヘッドホ
第 1表負荷イソビーダンス (n)別出力電力 (W)
対出力電圧(V)換算表
ンでlOmWは0.28Vの出
力電圧ですが， 150 Qの場
合は 1.2V必要になります。
2SK-30 x2 
イソピーダソスが ~ i ~ 
150 Qのヘッドホ‘ノで， 一
人でなく多人数で聴く場合
は，アンプの出力は1-ZW
(8 Q負荷）程度あれば，
20個同時に使用しても，イ
ンピー ダ‘ノスは 7.5Qです
から充分使用できます。小
形のアンプ，特に !OW以
下のアソプで市阪品には，
これと思えるものはありませんから，自作す
るか，特注するしか方法はありません。 IC
で小出力のものがありますから，作れば小形
のものができますが，特性は少し悪いようで
す。このヘッドホンで，各席に 150Qのアッ
テネーターを設置すれば，各席ごとに専用ア
ンプを設けなくても利用できますが，これも
単なるポリュームでなく，入出カインピーダ
｀ノスを考慮したものを使用することです。
第 6 図は HP—1 形用に試作したアソプの
回路図です。実験的に作ったので DCアンプ
にしてあります。電源は第7図のように定電
圧にしてあります。このアンプで出力（歪
1 %) 1 W (12.3 V)出ます（電椋電圧土21V)。
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これほど出力はなくても充分です。第8図はこのアンプの歪率特性です。実際には
もう少し低くなっていると思いますが，発振器の歪率が0.03%ですので， これ以
下にはなりません。この歪率について，測定アンプの残留ノイズが多ければ多いほ
ど歪率は多くなります。第8図についてみますと，残留ノイズが 0.5mVあったと
すれば，出力電圧 1V (6.6 mW)以下で0.05%より低くはなりません。ですから
このアンプだけでなく ，他のアンプの特性を見るときにも，大出力時の歪率よりも
小出力時の歪に注意しなければなりません。特にヘッドホンで聴くときは，スピー
カーで聴くのよりもノイズが耳につきます。これはヘッドホンにより外部の雑音を
防ぎ，聴くところの騒音が少なくなったのと同じ結果になるからです。スピーカー
で聴いた湯合夜静かになったときに日中気にならなかったアンプのノイズとか，
テープのヒスが気になるのと同じです。ですからヘッドホンのアソプについては，
歪そのものよりも，残留ノイズに注意して下さい。歪率は現在の技術では0.00何バ
ーセ‘ノトまで低くすることができるのですから。
このアンプの残留ノイズは入力端子をアースして， 0.05mVです。HPー1の場
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合約0.5mVの入力があれば聴こえます。
周波数特性は，第9図で DCァンプですので，低域は DCまでフラットですが，
前段までに低音をカットしていない場合，この段にCを入れて低音をカットした方
が良いと思います。
この回路は金田氏（注6)の発表したものを一部変更して作ったものです。
これらの再生装置で，スピーカーによる再生の場合特にいえることですが，聴
く場所の騒音レベルを下げることが最も心要です。騒音レベルの高い部屋で良い再
生を望むことは困難で，その部屋での暗騒音が 60dBあった場合，90dBの音蘭で
再生しても S/N比は30dBしかとれず，残留歪率3.16%の再生音で聴いているのと
同じといえます。ヘッドホンの場合は，聴く部屋の騎音が少なくなったのと同じ効
果がありますから，スピーカーでの再生より少し有利になりますが，これもオープ
、ノ ・エア ・タイプの場合は，聴く部屋の騒音レベルを下げるようにし，騒音レベル
の高い場所ではそれらの雑音を防ぐ（遮音）ことも必要です。
以上，前回に続いて主に技術的な面で少し見たわけですが， 日進月歩の技術の
世界で， より良いものを追求してゆくのも大変ですが，聴く耳の方もそれに遅れな
いように心がけなくては，と思っております。
測定に使用した器機等は次のとおりです。
テスト ・レコード London LLAー10011
Elektra EKL-35 
Folkways FPX—100 
Cook lOLP 
Toshiba LFー1003,9002 
ア ン プソニー TA-2000F, ヤマハ CR-1000
真空管電圧計菊水 161C, 163 
低周波発振器 NF設計プロック CR-107A, 菊水 418A
歪 率 計 NF設計プロック DM-151B, KM-03 (自作品）
オッシロスコープ菊水 OP-31C
オーディオテスタ 菊水 651
く注＞
1. ラジオ技術 '75. 6. p. 132 
2. 第24th全日本オーディオ ・フェア 技術溝演 ダミーヘッドと音像の定
位岡原勝
3. 早稲田大学図書館紀要 第5号 p. 214—215 
4. ラジオ技術 '75. 9. p. 130-131 
5. ラジオ技術 '75. 6. ヘッドホ｀ノの特性
6. 無線と実験 DC ア ソフ゜•ンリーズ 金田明彦
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NHKにおけるダミーヘッド録音とその実験（植田清孝） 電波科学 51. 3 
普及形ダミーヘッドマイク， RP—3280E の特徴 （小暮拓世） 電波科学 51. 3 
アンビニ‘ノスフォンの試聴レポート（小林利之） 電波科学 51. 3 
最近のダミーヘッド展望（岡原勝） 電波科学 51. 3 
本格的ダミー・ヘッドマイク（小荘 • 新保• 藤井） 無線と実験 51. 4 
ヘッドホン用ロープレンド回路の研究（渡辺翌次） ラジオ技術 51. 4-5 
バイノーラル・サウンドの原理（岡原勝） ステレオ 51. 5 
ヘッドホン何がよいか？（岡原 勝）オ ーディオピープル 51. 7 
（ヘッドホ｀ノ関係文献は，まだ他にあると思いますが，私の手もとにあ
る文献で， これまでに読んだものについてのみ列記したわけで，いずれ機
会がありましたら他の文献についてもしらべてみるつもりです。）
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